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１【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】 

 平成17年６月30日に提出した第48期（自 平成16年４月１日 至 平成17年３月31日）有価証券報告書の記載事項の

一部に訂正すべき事項がありましたので、これを訂正するため、有価証券報告書の訂正報告書を提出するものでありま

す。 

２【訂正事項】 

第一部 企業情報 

第１ 企業の概況 

１ 主要な経営指標等の推移 

(1）連結経営指標等 

  

第２ 事業の状況  

 １ 業績等の概要 

 (2）キャッシュ・フローの状況 

  

第５ 経理の状況  

 １ 連結財務諸表等 

(1）連結財務諸表 

 ① 連結貸借対照表 

 ④ 連結キャッシュ・フロー計算書 

  注記事項 

  （連結キャッシュ・フロー計算書関係） 



３【訂正箇所】 

 訂正箇所は＿線で示しております。 

第一部 企業情報 

第１ 企業の概況 

１ 主要な経営指標等の推移 

(1）連結経営指標等 

 ＜訂正前＞  

  ＜訂正後＞  

第２ 事業の状況 

１ 業績等の概要 

(2）キャッシュ・フローの状況 

 ＜訂正前＞  

当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は前期末に比べ1,097百万円減少

し、16,894百万円となりました。 

なお、当連結会計年度におけるキャッシュ・フローの状況は次の通りであります。  

（営業活動によるキャッシュ・フロー）  

当連結会計年度における営業活動によるキャッシュ・フローは、1,349百万円の収入（前連結会計年度は2,848

百万円の収入）となりました。これは主に、税金等調整前当期純利益を764百万円計上したことや、預り委託証

回次 第44期 第45期 第46期 第47期 第48期

決算年月 平成13年３月 平成14年３月 平成15年３月 平成16年３月 平成17年３月

（省略）  

営業活動によるキャッシュ・

フロー（千円） 
1,865,918 7,248,491 2,450,561 2,848,303 1,349,245 

投資活動によるキャッシュ・

フロー（千円） 
1,775,707 3,688,932 △1,455,626 543,948 △2,180,460 

財務活動によるキャッシュ・

フロー（千円） 
△1,080,084 △1,839,177 △74,161 163,881 △382,203 

現金及び現金同等物の期末残

高（千円） 
4,391,896 13,504,769 14,414,898 17,991,275 16,894,233 

従業員数（人） 769 887 869 1,130 953 

回次 第44期 第45期 第46期 第47期 第48期

決算年月 平成13年３月 平成14年３月 平成15年３月 平成16年３月 平成17年３月

（省略）  

営業活動によるキャッシュ・

フロー（千円） 
1,865,918 7,248,491 2,450,561 2,848,303 1,349,245 

投資活動によるキャッシュ・

フロー（千円） 
1,775,707 3,688,932 △1,455,626 543,948 △3,130,460 

財務活動によるキャッシュ・

フロー（千円） 
△1,080,084 △1,839,177 △74,161 163,881 △382,203 

現金及び現金同等物の期末残

高（千円） 
4,391,896 13,504,769 14,414,898 17,991,275 15,944,233 

従業員数（人） 769 887 869 1,130 953 



拠金及び受入保証金が増加したこと等により資金が増加したためであります。なお、収入額が前期比1,499百

万円減となりましたのは、当連結会計年度において差入保証金が増加したことや協会預託金（委託者債権の分離

保管）3,100百万円が生じたことなどの資金の減少要因があったことによるものであります。 

（投資活動におけるキャッシュ・フロー）  

当連結会計年度における投資活動によるキャッシュ・フローは、不動産流動化等による有形固定資産の売却収

入が1,103百万円ありましたが、金銭の信託の購入による支出が3,511百万円となったこと等により、差引で

2,180百万円の支出（前連結会計年度は543百万円の収入）となりました。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）  

当連結会計年度における財務活動によるキャッシュ・フローは、前期ではあった社債の発行による収入が当連

結会計年度にはなかったことや、前期とほぼ同額の親会社（当社）による配当金の支払いが当連結会計年度にも

あったこと等から、382百万円の支出（前連結会計年度は163百万円の収入）となりました。 

 ＜訂正後＞  

当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は前期末に比べ2,047百万円減少

し、15,944百万円となりました。 

なお、当連結会計年度におけるキャッシュ・フローの状況は次の通りであります。  

当連結会計年度における営業活動によるキャッシュ・フローは、1,349百万円の収入（前連結会計年度は2,848

百万円の収入）となりました。これは主に、税金等調整前当期純利益を764百万円計上したことや、預り委託証

拠金及び受入保証金が増加したこと等により資金が増加したためであります。なお、収入額が前期比1,499百万

円減となりましたのは、当連結会計年度において差入保証金が増加したことや協会預託金（委託者債権の分離保

管）3,100百万円が生じたことなどの資金の減少要因があったことによるものであります。 

（投資活動におけるキャッシュ・フロー）  

当連結会計年度における投資活動によるキャッシュ・フローは、不動産流動化等による有形固定資産の売却収

入が1,103百万円ありましたが、金銭の信託の購入による支出が4,461百万円となったこと等により、差引で

3,130百万円の支出（前連結会計年度は543百万円の収入）となりました。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）  

当連結会計年度における財務活動によるキャッシュ・フローは、前期ではあった社債の発行による収入が当連

結会計年度にはなかったことや、前期とほぼ同額の親会社（当社）による配当金の支払いが当連結会計年度にも

あったこと等から、382百万円の支出（前連結会計年度は163百万円の収入）となりました。 

第５ 経理の状況 

１ 連結財務諸表等 

(1）連結財務諸表 

 ① 連結貸借対照表 

 ＜訂正前＞  

    
前連結会計年度 

（平成16年３月31日） 
当連結会計年度 

（平成17年３月31日） 

区分 
注記 
番号 

金額（千円） 
構成比
（％）

金額（千円） 
構成比
（％） 

（資産の部）        

Ⅰ 流動資産        

１．現金及び預金 ※２  21,553,418    20,207,680   

２．協会預託金 ※２  －    3,100,000   

３．委託者未収金   5,002,809   4,244,151  

４．有価証券 ※２  99,987   －  

５．保管有価証券 ※２  3,078,605   3,207,404  



 ＜訂正後＞  

 ④ 連結キャッシュ・フロー計算書 

 ＜訂正前＞  

６．金銭の信託 ※２  11,701,587   14,810,407  

７．信用取引資産 ※２       

(1）信用取引貸付金  10,215,260   15,494,878   

(2）信用取引借証券担保金  661,611 10,876,871  1,108,762 16,603,641  

８．差入保証金   5,653,588   10,598,570  

９．商品取引責任準備預託金 ※３  391,643   432,601  

10．委託者先物取引差金 ※５  3,363,699   5,520,548  

11．繰延税金資産   256,297   186,887  

12．その他    3,327,824   2,407,737  

貸倒引当金   △292,678   △298,717  

流動資産合計   65,013,655 82.8  81,020,912 89.8 

（省略） 

    
前連結会計年度 

（平成16年３月31日） 
当連結会計年度 

（平成17年３月31日） 

区分 
注記 
番号 

金額（千円） 
構成比
（％）

金額（千円） 
構成比
（％） 

（資産の部）        

Ⅰ 流動資産        

１．現金及び預金 ※２  21,553,418    19,257,680   

２．協会預託金 ※２  －    3,100,000   

３．委託者未収金   5,002,809   4,244,151  

４．有価証券 ※２  99,987   －  

５．保管有価証券 ※２  3,078,605   3,207,404  

６．金銭の信託 ※２  11,701,587   15,760,407  

７．信用取引資産 ※２       

(1）信用取引貸付金  10,215,260   15,494,878   

(2）信用取引借証券担保金  661,611 10,876,871  1,108,762 16,603,641  

８．差入保証金   5,653,588   10,598,570  

９．商品取引責任準備預託金 ※３  391,643   432,601  

10．委託者先物取引差金 ※５  3,363,699   5,520,548  

11．繰延税金資産   256,297   186,887  

12．その他    3,327,824   2,407,737  

貸倒引当金   △292,678   △298,717  

流動資産合計   65,013,655 82.8  81,020,912 89.8 

（省略） 



 ＜訂正後＞  

    
前連結会計年度 

（自 平成15年４月１日 
至 平成16年３月31日）

当連結会計年度 
（自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日）

区分 
注記
番号

金額（千円） 金額（千円） 

（省略）  

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー    

預入期間が３カ月を超える定期預金の純増減額  △100,000 △300,000 

金銭の信託の購入による支出  △1,073,013 △3,511,955 

有価証券の取得による支出  △99,950 － 

有価証券の償還による収入  599,700 100,000 

有形固定資産及び無形固定資産の取得による支
出 

 △459,095 △485,466 

有形固定資産の売却による収入  8,793 1,103,186 

投資有価証券の取得による支出  △99,900 △64,164 

投資有価証券の売却による収入  209,714 681,079 

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る収入 

※２ 1,596,188 － 

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却によ
る収入 

※３ － 77,361 

子会社株式の取得による支出  △97,200 △5,580 

出資金に係る収入  158,618 1,000 

出資金に係る支出  △22,000 △7,300 

投資事業組合及び匿名組合に係る収入  － 166,139 

投資事業組合及び匿名組合に係る支出  － △46,000 

貸付による支出  △134,330 △10,000 

貸付金の回収による収入  116,086 42,313 

その他  △59,663 78,924 

投資活動によるキャッシュ・フロー  543,948 △2,180,460 

（省略）  

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額  20,243 116,377 

Ⅴ 現金及び現金同等物の増減額（減少：△）  3,576,376 △1,097,042 

Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高  14,414,898 17,991,275 

Ⅶ 現金及び現金同等物の期末残高 ※１ 17,991,275 16,894,233 

    
前連結会計年度 

（自 平成15年４月１日 
至 平成16年３月31日）

当連結会計年度 
（自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日）

区分 
注記
番号

金額（千円） 金額（千円） 

（省略）  

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー    

預入期間が３カ月を超える定期預金の純増減額  △100,000 △300,000 



  注記事項 

 （連結キャッシュ・フロー計算書関係） 

 ＜訂正前＞  

 ＜訂正後＞  

金銭の信託の購入による支出  △1,073,013 △4,461,955 

有価証券の取得による支出  △99,950 － 

有価証券の償還による収入  599,700 100,000 

有形固定資産及び無形固定資産の取得による支
出 

 △459,095 △485,466 

有形固定資産の売却による収入  8,793 1,103,186 

投資有価証券の取得による支出  △99,900 △64,164 

投資有価証券の売却による収入  209,714 681,079 

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る収入 

※２ 1,596,188 － 

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却によ
る収入 

※３ － 77,361 

子会社株式の取得による支出  △97,200 △5,580 

出資金に係る収入  158,618 1,000 

出資金に係る支出  △22,000 △7,300 

投資事業組合及び匿名組合に係る収入  － 166,139 

投資事業組合及び匿名組合に係る支出  － △46,000 

貸付による支出  △134,330 △10,000 

貸付金の回収による収入  116,086 42,313 

その他  △59,663 78,924 

投資活動によるキャッシュ・フロー  543,948 △3,130,460 

（省略）  

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額  20,243 116,377 

Ⅴ 現金及び現金同等物の増減額（減少：△）  3,576,376 △2,047,042 

Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高  14,414,898 17,991,275 

Ⅶ 現金及び現金同等物の期末残高 ※１ 17,991,275 15,944,233 

前連結会計年度 
(自 平成15年４月１日 
 至 平成16年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成16年４月１日 
 至 平成17年３月31日) 

※１．現金及び現金同等物の期末残高と連結財務諸表に掲

記されている科目の金額との関係 

※１．現金及び現金同等物の期末残高と連結財務諸表に掲

記されている科目の金額との関係 

現金及び預金 21,553,418千円 

預入期間が３ヶ月を超える

定期預金及び定期積立金 
△2,040,000 

当座借越 △1,522,143 

現金及び現金同等物 17,991,275 

現金及び預金 20,207,680千円 

預入期間が３ヶ月を超える

定期預金及び定期積立金 
△2,190,000 

当座借越 △1,123,446 

現金及び現金同等物 16,894,233 

（以下省略） 

前連結会計年度 当連結会計年度 



(自 平成15年４月１日 
 至 平成16年３月31日) 

(自 平成16年４月１日 
 至 平成17年３月31日) 

※１．現金及び現金同等物の期末残高と連結財務諸表に掲

記されている科目の金額との関係 

※１．現金及び現金同等物の期末残高と連結財務諸表に掲

記されている科目の金額との関係 

現金及び預金 21,553,418千円 

預入期間が３ヶ月を超える

定期預金及び定期積立金 
△2,040,000 

当座借越 △1,522,143 

現金及び現金同等物 17,991,275 

現金及び預金 19,257,680千円 

預入期間が３ヶ月を超える

定期預金及び定期積立金 
△2,190,000 

当座借越 △1,123,446 

現金及び現金同等物 15,944,233 

（以下省略） 
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